
 

 

 

 

 

 

誰かのためにがんばれる心           校長 古川 康成 

私は相撲が好きで、小学生の頃は畳を土俵に友達と相撲を取ったり、テレビで大相撲を観たりして過ごしました。

特に好きだった力士は大関貴ノ花（横綱貴乃花の父）です。晩年は力も衰え、私は負ける姿を見たくなくて、取組の

時はよくコタツに潜っていました。勝ったと確認できてからリプレイ映像を観るのが常でした。あの頃の純粋な気

持ちを、今でも懐かしく思い出します。 

時代が変わっても強い力士や魅力的な力士が次々と現れ、相撲の歴史を紡いできました。そして今、最も注目さ

れている力士といえば、大の里関でしょう。大の里関は、本校の福永教頭と同じ石川県出身です。県内ニュースでも

報じられている通り、彼が中学・高校時代を過ごしたのは新潟県の旧能生町（現在の糸魚川市）でした。相撲部の監

督の下宿屋で県外から来た仲間たちと共同生活を送りながら、片道２～３キロの通学路を通っていたそうです。私

は以前、能生小学校に勤務していたので、その通学路や途中にある薄暗いトンネルが懐かしく思い起こされました。   

大の里関が小学校を卒業し、親元を離れて能生へ行く際の父と息子の会話が新聞に掲載されていました。「逃げて

帰ってくるなよ」「帰らんし」。小学校を卒業したばかりの少年が、退路を断って自らの道を進むと決めた、その決

意と覚悟に深く感銘を受けました。新潟にもゆかりのある横綱としてさらなる活躍を期待しています。 

さて、６月２７日より学校でも水泳学習が始まりました。その前に、３年生以上の子供たちがプールを清掃して

くれました。その働きぶりが大変素晴らしかったので、全校朝会で紹介したほどです。 

いよいよ本格的な夏が始まりますね。夏といえば、やはりプールではないでしょうか。先週、３年生

以上の子どもたちが学校のプールをきれいにしてくれました。冬の間、木の葉や枝が落ちたり、プール

サイドに草が生えたりして、壁や床も大変汚れていましたが、学年ごとに分担して約２時間で清掃し、

見違えるほどきれいになりました。これから水を入れ、お日様のパワーで温まったら、いよいよプール

が使えるようになります。 

今回の清掃で校長先生が特に感心したのは、みんなが本当に一生懸命プールをきれいにしてくれた

ことです。３・４年生は草を抜き、プール周りの水の流れ道をたわしでこすってくれました。５・６年

生はプール内のゴミを集め、床や壁を磨いてくれました。広いプールですが、みんなが協力して頑張っ

たおかげで、短時間で終えることができました。 

学校生活では、勉強や運動、友達と遊ぶことなど、大切なことがたくさんあります。しかし、今回の

プール清掃や日々の清掃もまた、非常に大切な活動です。これらは他の活動とは少し性質が異なりま

す。勉強や運動、人との関わりは、努力することで何かしら自分に返ってくるものがあります。例えば、

勉強すれば理解が深まり、テストの点数が上がる。運動すれば足が速くなり、遠くへ跳んだり投げたり

できるようになる、試合に勝つ。友達に優しくすれば、巡り巡って自分にも良いことが返ってくる。こ

のように、頑張ったことに対する「見返り」があるわけです。 

しかし、プール清掃や普段の清掃には、自分に直接返ってくるような見返りはありません。プールを

使う人が喜んだり、学校に来る人が気持ちよくなったりはするけれど、清掃した本人が何か直接もらう

わけではないからです。ですが、実は目には見えない形で変わっていることがあります。それは、心の

成長です。食事をしたり眠ったりすることで体が成長するように、人は誰かのために何かをすることで

心が成長していくのです。心理学では、「人は互いに影響し合い、誰かのために行動することで、感謝

されたり、他者とのつながりを深めたりして、自己肯定感や幸福感を得られ、心の成長が促される」と

考えられています。皆さんには、人のために積極的に様々なことをして、心を大きく成長させてほしい

と願っています。プールを使う際には、清掃を頑張ってくれたみんなのことを思い出し、感謝の気持ち

を持って入ってくれると嬉しいです。 

大の里関も相撲を頑張ることで、能登で被災された方々を勇気づけています。自分の行動が知らず知らずのうち

に誰かのためになることを子供たちにも知ってもらい、自らの心を磨いていってほしいと思います。 
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おおすアドベンチャー                                        

6月１０日（火）におおすアドベンチャーを実施しました。

おおすアドベンチャーは、縦割り班ごとに地域のいろいろ

なところを見て歩くことで、大洲地区について学びなが

ら、大洲地区の良さを知ることがねらいです。また、縦割り

班で活動することでお互いの良いところを見付け、認め

合い、絆を深めたり、地域の方と気持ちよい挨拶をかわし

たりすることもねらいです。 

今年度は、主に学校の西側と北側が範囲でした。夕海、番神堂、港公園、弘法大師御

茶之池、勝願寺、陣屋跡、與助道路の石碑、大洲コミセン、豊洲神社、極楽寺の１０か所の

チェックポイントを回りました。番神堂様や極楽寺様、勝願寺様、そして、大洲コミセン様

の全面協力をいただき、チェックポイントに立っていただきました。地域の皆さんのご協

力のおかげで、事故や怪我なく無事終了しました。子どもたちみんなは、「楽しかった」と

笑顔で学校に戻ってきました。 
 

お盆の期間における学校無人化について                                 
  大洲小学校及び柏崎市内小中学校で、お盆期間中、学校無人化となります。この期間は日直勤務等の職員を置きませんので

ご承知おきください。なお、夏季休業中の学校留守番電話対応時間における児童に関する緊急連絡先については下記をご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

地域の方に学ぶ 地域で学ぶ                                        
今年度も、地域学校協働活動推進事業を始め、様々な活動で地域の皆様からご協力

をいただいております。地域での活動や地域の方とかかわる体験は、子どもたちにとっ

て社会性の育成へとつながり、学校だけではできない貴重な学びとなっています。いつ

も温かいご支援をいただき、本当にありがとうございます。４月から、大洲小学校では地

域の皆様のご協力のもと以下のような活動に取り組んできました。今後とも、引き続きご

支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。  

  

1年生    さつまいもの苗植え                    2年生   野菜の苗植え、ジャガイモの収穫 

3・4年生 笹団子づくり、笹団子とえんま市のいわれについての学習、地域安全マップ作り 

 

 

〇期  間   学校閉庁日  ８月１２日（火）～８月１５日（金）、土曜日・日曜日、平日の夜間 

〇連絡先   市役所代表電話  ０２５７-２３-５１１１ （警備室） 

〇内  容   児童の事故等、緊急を要する連絡や相談に限る。 

 

７・８月の主な予定                                    
   
   １日（火）   全校朝会 
７日（月）   諸費引き落とし日 
９日（水）   宮崎スクールカウンセラー訪問日 
１０日（木）   地区児童会 学習参観 学級懇談会 
            PTA執行部会 
１５日（火）   あげほ朝会 

（みんなちがってみんないい集会）   
            夏の読書旬間（～8/２９）  

ありす公演 
   
        

  

１８日（金）  全校着衣泳・水泳授業終了 
２３日（水）  夏休みを迎える集会 
２４日（木）  夏季休業（～8/25）    

 
 
8月２６日（火）  夏休み後の集会   
    ２７日（水）  校内作品展（～9/2） 


